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概要

著者が 1991年5月1日から 1993年 10月31日まで、 ATR自動翻訳電話研究所及び ATR音

声翻訳通信研究所で行なった、連続音声認識における探索問題を中心にした諸研究について報告

する。研究内容は主として次の 4つである。

い • 混合連続分布型 I―IMM-LR

• A*サーチアJレゴリズムを用いた I―IMM-LR

• 学習可能な適応的探索手法

・話者一貫性パージングを用いた不特定話者連続音声認識

これらに関連する研究発表論文を添付した。

◎ ATR音声翻訳通信研究所

◎ ATR Interpreting Telecommunications Research Labs. 
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1 研究の概要

著者が 1991年 5月1日から 1993年 10月：3l日まで、 ATR自動翻訳電話研究所及び ATR音

声翻訳通信研究所で行なった、連続音声認識における探索問題を中心にした諸研究について報告

する。今までの主な研究の概要を以下に示す。

• 混合連続分布型 HMM-LR開発

従来音素モデルとして離散分布型 HMMを用いていた HMM-LR文節音声認識システムに

対し、より精度の高い認識系をつくることができる混合連続分布型I―IMMに置き換えた。

これらの改良により、多大な計算を要していた継続時間制御を用いなくても、従来の離散

分布型HMM-LRを若干上回る性能が得られた。また、 HMMの学詈サンプルに文節発声

デークを追加することによって文節認識性能が飛躍的に向上することを見出し、発話様式

への適応の重要性を示した。

• A*サーチアルゴリズムの導入

HMM-LR文節音声認識システムの高速化の一環として、また文音声認識への発展を考慮し、

サーチ方法を改良した。従来から用いているビームサーチ法では最適解が枝刈りされてし

まう一方、枝刈りを避けるためにビーム幅を大きく設定すると計算量が増える。そこで、

最適解が保証されていて、かつ高速なサーチが可能な A*アルゴリズムを導入した。認識性

能は若干低下するものの、探索空間を平均で約 1/3に、サンプルによっては 1/10以下に削

減できることを示した。

• 学習可能な適応的探索手法の検討

HMM-LR連続音声認識システムの高速化の一環として、 HMM-LR文節音声認識システム

の高速化をめざし、ニューラルネットワークによる適応的ビームサーチを導入した。これ

は学習可能なサーチ方法という点で、探索問題における新しいパラダイムを提案した。

・話者一貫性パージングの導入

話者一貫性原理に基づいた不特定話者連続音声認識方式である「話者一貫性パージング」

を提案した。着眼点は、不特定話者の発声であっても、話者は発声を通して同一である点

である。そこで、連続音声認識のパーザにおいて、発声内容と話者タイプの 2方向を探索

の対象とする。認識動作完了とともに、以後の話者適応で使うべき標準話者のクラスタが

選出されるという利点を持っている。つまり動的話者適応の一つの実現手段にもなりえる。

認識性能に関しては、従来の不特定話者音声認識システムが胞えていた、広がり過ぎた混

合分布による認識性能劣化を防ぐ効果を持つ。また、順位の低い仮説しかもたない話者は

枝刈りされ、その時点から以後その話者の尤度は計算する必要がなくなることにより、 I―IMM

のフレーム尤度計算量の削減にも貢献する。

SSS-LR連続音声認識システム上で不特定話者音声認識実験を行ない、従来法の不特定話者

法との認識性能を比較した。本方式は標準話者を 3クラスタに選択した場合、不特定話者

法の認識率を上回る性能を得た。

• その他の成果

・日本語の鼻音に関して調音点による分類 [m,n,ng]と音素による分類/111,11,N/との識別性

能比較実験を行ない、概ね [m,n,ng]より /111,11,N/のほうが性能が高いことを見出し、音素

モデル作成に指針を与えた。

・離散 HMMで動作していた HMM-LR文認識を、混合連続分布型 HMMに置き換え、種々

の問題点を検討した。文認識では文節認識に比べ、仮説の可能性が増大するため探索空間

が大きくなり、効率良いサーチ手法の必要性を確認した。
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注：文献略語

• 信学技報：電子情報通信学会技術報告

• ICASSP: International Conference on Acoustics, Speech, and Signal Processing 

• ICSLP: International Conference on Spoken Language Processing 

• SST: international conference on Speech Science and Technology 

3 付録

これらの方法、実験結果を付録に示す。


	001
	002
	003



